
　世界遺産の街、ラオス・ルアンパ
バーン。今年６月から世界遺産保全
地区を含む街中をグリーンの三輪電
動車（EV）が走り回っている。名前
は「Pecolo（ペコロ）」。脱着式の
リチウムイオン電池を搭載し、フル
充電で約40㎞を走行する。定員はド
ライバーを含め7人。最高速度は約
40㎞/時。EVバイクメーカーの
（株）プロッツァ（愛知県一宮市）が
フィリピンのセブ工場で生産する製
品だ。
　ラオスは、都市部での自動車や二
輪車の増加に伴う交通渋滞と大気汚
染が深刻化しており、公共交通イン
フラの整備が緊急的な課題になって
いる。また、恵まれた水資源を背景
に、水力発電エネルギーの有効活用

も大きな政策課題だ。プロッツァが
2014年度に提案し、採択された「三
輪電気自動車を活用した低公害型公
共交通システムの普及・実証事業」
は、こうしたラオスの開発課題に対
応したもので、世界遺産の街を走る
「Pecolo」はその鍵を握るEV車だ。
　今回の事業で、現地に持ち込まれ
たPecoloは14台。バッテリー８個ず
つ並列充電が可能なバッテリー交換
ステーションも２基設置された。ル
アンパバーンの世界遺産地区を巡る
２路線（１周約６㎞）でPecoloの定
時・定路線運行を先方の公共事業交
通省運輸局と共同実施し、運行実績、
収益、経費データなどを収集。技
術・経済的優位性を実証していくと
ともに、利用者に対する広報活動な

どにも取り組んでいく。
　事業の推進にあたる同社の寺西亮
課長によると、定時・定路線運行を
続けていく中で、乗客の利用率や
CO2の削減率なども計測していく方
向で、普及に向けた課題も抽出し、
改善を図っていく。「フィリピン・
セブ工場の電動三輪車生産能力は月
産50台。フィリピン以外の世界中に
広めていきたい。将来的にはラオス
でも生産できるようにしたい。EV車
は、静かで、きれいな世界遺産の街、
ルアンパバーンの魅力をさらに高め
ていくはずだ」と寺西氏。EV普及を
最優先課題に掲げるラオス政府の交
通政策とも連動した事業だけに、今
後の推移が注目される。

　2013年11月、フィリピン中部に上
陸し、レイテ島タクロバンを中心に
甚大な被害をもたらした台風30号
（ヨランダ）。その“爪痕”の大きさは、
まだ記憶に新しい。この時、セブ島
で国際協力機構（JICA）の普及・実
証事業を展開していたのが水処理メ
ーカーの日本原料（株）（川崎市）だ。
契約の３日後に直撃した台風の被災
状況を知った同社の齋藤安弘社長は、
緊急支援を実施できないかJICAに相
談し、急きょ、普及・実証事業の追
加業務という形で、大きな被害の出
たセブ島北部のダーンバンタヤン市
に移動式砂ろ過浄化装置「モバイル
シフォンタンク」を設置するととも
に、齋藤社長をリーダーとする緊急
給水支援チームを派遣することを決

断した。設置３日目の13年12月28日
から同市の約4,000世帯・２万人に
衛生的な飲料水を供給し、被災住民
から大いに感謝された。原水は河川
の表流水。いみじくも同社浄水装置
の有効性が実証された形だ。
　同社が現在、フィリピンで推進す
る「移動式砂ろ過浄水装置及びろ過
池更生システムの普及・実証事業」
は、同国第二の都市、メトロセブの
低い給水率（約56％）、水源の地下
水依存度の高さ（約95％）、浄水場
の処理能力不足などを解決するため
に同社製品や技術を活用し、その普
及を図ることが目的になっている。
　今回、現地に持ち込まれた製品は、
台風30号の被災地支援で威力を発揮
した「モバイルシフォンタンク」、

「車載型モバイルシフォンタンク」、
「ろ過池更生システム」各１台。事業
では、メトロセブ水道区の浄水場で
使用され経年劣化したろ過池のろ過
材を更生システムで洗浄。再びろ過
池に戻し、その処理能力の回復が図
られた。また、車載型によるデモン
ストレーションも行われた。
　事業推進にあたる海外事業部の内
田謙一氏は、「台風災害の際、衛生的
な水を住民に供給できたことは成果
の一つ。飲用水の鉄・マンガン濃度
についても現地の飲料水基準をクリ
アする形で供給できている」と話す。
本事業は終盤を迎えるが、現地の砂
ろ過浄水装置への関心は非常に高く、
ビジネス展開の芽も膨らんでいる。
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三輪EV「Pecolo」とバッテリーステーション ルアンパバーンの車両基地

普及・実証事業で導入された三輪EV バッテリー交換ステーション

台風「ヨランダ」被災地への緊急支援で
モバイルシフォンタンクの有効性を実証

川崎市　➡　フィリピン
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齋藤 安弘代表

三輪EVの導入で世界遺産の保全と
公共交通インフラの整備に貢献
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［外部人材参加：横浜ウォーター（株）］ ［外部人材参加：（株）アルメックVPI］

安全な水の供給を喜ぶ地元住民と日本原料の緊急支援チーム
　ITSシステムの全体像

▲

カウンターパートのメトロセブ
水道区（MCWD）のスタッフ
にモバイルシフォンタンクの設
置、試運転についてのトレー
ニングを実施した。使いやす
い、ユーザーフレンドリーな製
品特性も関心を呼んだ

◀

定時・定路線運行を担う14台の三輪EV。定員7人。後部はオープンで開放感がある

台風「ヨランダ」被災に対する緊急支援で橋の上に移動式砂ろ過浄水装置
「モバイルシフォンタンク」を設置する「NIHON GENRYO WATER RESCUE」の面々


